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◇
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室

22017. 秋

「
２
０
１
７
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展
」

11
月
2
日(

木)

～
12
月
10
日(

日)

［
会
期
中
無
休
］

　

イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
児
童

書
専
門
の
国
際
見
本
市
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
」（
以
下
「
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」）で
は
、
世
界
各
国
の
出
版

社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
版
権
の
売
買
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
絵
本
の
道
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
通
ず
」
と
ば
か
り
に
、

多
く
の
編
集
者
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
世

界
中
か
ら
絵
本
業
界
に
携
わ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
職
種
の

人
々
が
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
集
ま
り
、
こ
こ
で
の
出
会
い
か

ら
新
し
い
絵
本
が
生
ま
れ
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
手

に
届
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る

絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
登
竜

門
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
５
枚
１

組
の
原
画
を
５
人
の
児
童
書
の
専
門
家
が
一
堂
に
会
し
審

査
す
る
も
の
で
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
全
て
の
応
募
作
品
が
並

べ
ら
れ
ま
す
。
審
査
員
が
毎
年
変
わ
る
た
め
、
職
種
や
国

籍
、
感
性
の
違
い
な
ど
か
ら
、
年
毎
に
入
選
作
品
に
も
変

化
が
生
ま
れ
、多
様
な
作
品
と
出
会
え
る
の
も
特
徴
で
す
。

今
年
は
世
界
61
カ
国
、
３
，
３
６
８
組
と
い
う
過
去
最
多

の
応
募
が

あ
り
、
１

６
，
０
０

０
枚
を
超

え
る
原
画

の
中
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
北
米
、
南
米
の
26

カ
国
、
75
組（
日
本
人
６
名
を
含
む
）の
作
品
が
入
選
し
ま

し
た
。

　

こ
の
入
選
作
品
に
よ
る
展
覧
会
は「
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」
と
し
て
１
９
７
８
年
に
西
宮
市

大
谷
記
念
美
術
館
で
紹
介
さ
れ
て
以
降
、
国
内
数
カ
所
で

毎
年
開
催
さ
れ
、
石
川
県
内
で
は
１
９
９
５
年
に
小
松
市

の
小
松
市
立
本
陣
記
念
美
術
館
、小
松
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ル
フ
レ
の
２
会
場
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

し
た
。
１
９
９
８
年
か
ら
は
当
館
で
の
開
催
と
な
り
、
以

降
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
年
も（
幾
度
か
…
）あ
り
ま
し
た

が
毎
年
継
続
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。そ
し
て
今
年
、開
催
20
回
目
を
迎
え
ま
す
。20
年
前
、

手
を
繋
い
で
観
て
い
た
お
子
さ
ん
も
既
に
社
会
人
、
も
し

く
は
お
孫
さ
ん
も
加
わ
り
３
世
代
で
、
な
ど
と
い
う
ご
家

族
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
で
制
作
さ
れ
た
作
品

の
増
加
な
ど
の
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
具

現
化
す
る
最
良
の
手
段
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
完
成
さ
れ
た

イ
ラ
ス
ト
の
物
語
を
伝
え
る
力
は
肉
筆
の
そ
れ
に
少
し
も

劣
ら
な
い
の
で
す
。
新
た
な
表
現
や
技
法
の
登
場
は
流
行

を
生
み
出
し
、
世
界
各
地
へ
広
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
主
流

と
な
る
こ
ろ
、
も
し
く
は
消
化
さ
れ
た
こ
ろ
に
は
、
ま
た
新

た
な
作
風
の
登
場
へ
と
繰
り
返
さ
れ
る

の
で
す
。

　

絵
本
の
「
今
」
を
象
徴
す
る
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
今
年
の
審
査
員
】

ハ
リ
エ
ッ
ト
・
バ
ー
キ
ン
シ
ョ
ー

　
（
編
集
者
、
ノ
ー
ブ
ラ
ウ
社
／
イ
ギ
リ
ス
）

ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
マ
ル
タ
ン

　
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
フ
ラ
ン
ス
）

ダ
ニ
エ
ラ
・
ス
タ
マ
テ
ィ
ア
デ
ィ

　
（
画
家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／
ギ
リ
シ
ャ
）

ア
リ
ア
ン
ナ
・
ス
ク
イ
ッ
ロ
ー
ニ

　
（
編
集
者
、
ア
・
ブ
エ
ン
・
パ
ソ
出
版
／
イ
タ
リ
ア
）

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
グ
ア
ル
ナ
ッ
チ
ャ

　
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
ア
メ
リ
カ
）

【
特
別
展
示
①　

フ
ア
ン
・
パ
ロ
ミ
ノ
】

　

昨
年
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
に
入
選
し
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
Ｓ
Ｍ

出
版
賞
を
受
賞
し
た
メ
キ
シ

コ
の
絵
本
作
家
フ
ア
ン
・
パ

ロ
ミ
ノ
。
グ
ア
テ
マ
ラ
の
マ

ヤ
民
族
の
神
話
『
ポ
ポ
ル
・

ブ
フ
』
を
も
と
に
制
作
し
た

Ｓ
Ｍ
賞
受
賞
記
念
絵
本
、『
は

じ
ま
り
の
前
に
』
の
原
画
17

枚
を
展
示
し
ま
す
。

【
特
別
展
示
②　

見
て 

め
く
っ
て 

感
じ
る 

日
本
の
絵
本
】

　

今
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
は
「
日
伊
国
交

１
５
０
周
年
記
念
」
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
絵
本
を
紹

介
す
る
展
示
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
松
由
希
子
氏（
絵

本
評
論
家
）、
土
居
安
子
氏（
一
般
財
団
法
人 

大
阪
国
際

児
童
文
学
振
興
財
団
総
括
専
門
員
）の
両
氏
の
協
力
に
よ

り
「
日
本
語
を
知
ら
な
い
読

者
も
楽
し
め
る
」
と
い
う
観

点
で
、
過
去
５
年
間
に
出
版

さ
れ
た
絵
本
か
ら
選
書
さ
れ

た
53
冊
が
紹
介
さ
れ
、
好
評

を
博
し
ま
し
た
。
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
展
で
も
、
こ
の
絵
本
を

展
示
し
、
イ
ラ
ス
ト
の
持
つ

力
と
日
本
の
絵
本
の
魅
力
を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
29
年
10
月
1
日（
日
）〜

　
　
　
　
　
　

12
月
28
日（
木
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「どこがヘンかな？」
マリー・ミニョ（フランス）

「いってらっしゃい」
レーナ・ヴィンケル（ドイツ）

「カラー＆パターン きょうのようふく
 なにいろ なにもよう？」

オオノ・マユミ（日本）

『はじまりの前に』
（『Antes del primer dia』）
（Ediciones SM、2017）



3 2017. 秋

【
映
像
コ
ー
ナ
ー
】

　

今
年
１
月
の
審
査
会
、
４
月
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
様
子

や
、
審
査
員
や
入
選
作
家
、
編
集
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。
絵
本
作
家
を
目
指
す
方
は
必
見
!! 

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】

　

展
示
作
品
や
入
選
作
家
の
絵
本
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
を
受
賞
し
た
世
界
の
絵
本
、

お
す
す
め
絵
本
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
○
●
○
●
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
●
○
●
○
●

絵
本
ア
ニ
メ
上
映
会

【
入
場
無
料
】

　

世
界
の
名
作
絵
本
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
す
。
絵
本
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
動
き
回
り
ま
す
。

開
催
日　

11
／
３（
金
・
祝
）、４（
土
）、11（
土
）、18（
土
）、

　
　
　
　

25（
土
）、
12
／
２（
土
）、
９（
土
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う
よ
！

【
要
観
覧
券
】

　

不
要
と
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
裏
面
を
利
用
し
て
冊

子
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
自
由
に
飾
り
つ
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

日　

時　

会
期
中
毎
週
土
・
日
曜
日
、
14
：
00
～
16
：
00

対　

象　

４
歳
～
小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

各
日
10
名（
要
申
込
、
先
着
順
）

持
ち
物　

不
要
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど

協　

力　

絵
本
の
会　

も
こ
も
こ

会　

場　

展
示
室
内

申　

込　

10
／
21（
土
）９
：
00
よ
り
電
話
に
て
受
付
。 

お
は
な
し
劇
場

【
入
場
無
料
】

　

絵
本
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
の
読
み
聞
か

せ
、
温
か
み
の
あ
る
人
形
劇
の
上
演
な
ど
で
、
物
語
の
世

界
へ
ご
招
待
し
ま
す
。
簡
単
な
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

開
催
日　

11
／
12（
日
）

時　

間　

10
：
30
～
11
：
30
、
13
：
00
～
14
：
00

協　

力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ぽ
っ
か
ぽ
か

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

「
の
ま
り
ん
」
の
紙
芝
居
劇
場

【
入
場
無
料
】

　

紙
芝
居
の
前
に
座
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
。
世
界
で
紙
芝
居
の
魅
力
を
伝
え
る
「
の
ま
り

ん
」
の
豊
か
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
／
19（
日
）

時　

間　

11
：
00
～
11
：
40
、
13
：
00
～
13
：
40

出　

演　

の
ま
り
ん（
野
間
成
之
氏
）

会　

場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
要
観
覧
券
】

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
会
話
を
楽
し
み
た
い
方
、
日
中

は
時
間
が
取
れ
な
い
方
に
最
適
の
夜
間
延
長
で
す
。
お
出

か
け
つ
い
で
の
方
も
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
／
２（
土
）、
17
：
00
～
20
：
00

※
展
示
室
が
若
干
賑
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

★
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
グ
ッ
ズ
販
売
★

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

展
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。
図
録
を
は
じ
め
、
入
選

作
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
16
種
類
や
、
絵
本
も
和
書
・
洋
書

と
取
り
揃
え
、
ま
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
立
体
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
、
缶
バ
ッ
チ
、
ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ
な
ど
過
去
の
日

本
人
入
選
作
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
交
じ
え
て
販
売

し
ま
す
。
当
館
友
の
会
会
員
証
の
提
示
で
割
引
に
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
人
気
商
品
は
会
期
途
中
で
も
売
り
切
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
早
め
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

◇
観
覧
料

「プリンセスを助ける100人の騎士」
カミッラ・ファルシーニ（イタリア）

「シュミッツさん、コンサートに行く」
アンドレ・レスラー（ドイツ）

※
ラ
ガ
ッ
ツ
ィ
賞
…
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
ニ
ュ
ー
ホ
ラ

イ
ズ
ン
、
オ
ペ
ラ
・
プ
リ
マ
の
４
部
門
で
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
が
選
ば
れ
る
。

今
年
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
門
の
優
秀
賞
に
「
も
う
ぬ
げ
な
い
」
ヨ
シ
タ
ケ

シ
ン
ス
ケ（
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
）が
選
ば
れ
た
。

ガーゼハンカチ　1,296円

缶バッチ　　324円

クリアファイルA4　300円

立体ポストカード
８枚セット1,500円　各200円



◇
第
２
展
示
室

42017. 秋

「
能
州
ガ
生
ミ
シ
名メ
イ

畫ガ

～
仏
画
・
肖
像
画
、
そ
し
て
等
伯
と
当
地
ゆ
か
り
の
絵
師
た
ち
～
」

9
月
23
日（
土
・
祝
）〔
開
催
中
〕
～
10
月
22
日（
日
）

　

石
川
県
能
登
地
方
が
「
能
登
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

の
は
、
奈
良
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
お
お
よ
そ

１
２
０
０
年
間
。
そ
の
中
で
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の

時
代
は
、
室
町
時
代
に
は
能
登
畠
山
氏
、
そ
し
て
江
戸
時

代
に
は
加
賀
藩
前
田
氏
に
よ
っ
て
領
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

能
登
畠
山
氏
は
室
町
幕
府
内
で
代
々
重
職
を
担
っ
た

畠
山
氏
の
分
家
筋
と
い
う
名
門
で
、
初
代
満
慶（
？
～

１
４
３
２
）以
来
11
代
、
お
お
よ
そ
１
７
０
年
に
わ
た
っ

て
能
登
国
を
統
治
し
ま
し
た
。
そ
し
て
前
田
氏
は
加
賀
・

能
登
・
越
中
３
ヶ
国
を
領
す
る
「
加
賀
百
万
石
」
の
大
名

と
し
て
、
初
代
利
家（
１
５
３
６
？
～
99
）か
ら
14
代
、
約

２
６
０
年
間
に
わ
た
り
同
地
域
を
治
め
て
い
ま
す
。

　

両
氏
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
文
化
政
策
を
積
極
的
に

行
っ
た
こ
と
。
そ
の
下
で
能
登
も
美
術
工
芸
が
盛
ん
と
な

り
、
数
多
の
名
品
が
も
た
ら
さ
れ
る
一
方
、
当
地
な
ら
で

は
の
文
物
も
次
々
と
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
そ
の
幾
多
の
美
術
工
芸
品
の
中
よ
り
室
町

時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
制
作
、
も
し
く
は
伝
来
し

た「
能
登
地
方
ゆ
か
り
の
絵
画
」に
注
目
。仏
画
や
肖
像
画
、

そ
し
て
「
長
谷
川
派
」
や
文
人
画
家
の
作
品
な
ど
、
計
21

点
の
貴
重
な
絵
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

長
き
年
月
、
能
登
の
風
土
に
育
ま
れ
つ
つ
大
切
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
名
画
た
ち
。
そ
れ
ら
か
け
が
え
の
な
い

品
々
を
、
ぜ
ひ
と
も
当
地
に
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

能
登
の
「
長
谷
川
派
」
絵
師
た
ち

　
「
能
登
の
絵
画
」
を
語
る
う
え
で
決
し
て
欠
か
せ
な
い

絵
師
と
い
え
ば
、
や
は
り
長
谷
川
等
伯（
１
５
３
９
～

１
６
１
０
）で
し
ょ
う
。
若
年
期
、「
信
春
」
の
名
で
能
登

の
絵
仏
師
だ
っ
た
と
い
う
等
伯
。
そ
し
て
そ
の
頃
、
同
地

に
は
す
で
に
「
長
谷
川
派
」
と
呼
ぶ
べ
き
絵
師
た
ち
が
存

在
、
制
作
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
等
伯
の
先
達
と
し
て
重
要
な
存
在
と
考
え
ら
れ

て
い
る
絵
師
が
、無
分（
生
没
年
不
詳
）と
宗
清（
１
５
０
７

～
71
）で
す
。
一
説
に
は
等
伯
養
祖
父
と
も
い
わ
れ
る
無

分
と
、
養
父
か
つ
絵
の
師
匠
と
し
て
等
伯
を
導
い
た
と
い

う
宗
清
。
各
作
品
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
両
者
が
若
き
等

伯
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
等
伯
は

33
歳
頃
に
京
都
に
移
住
し
ま
す
が
、
彼
ら
の
教
え
を
心
に

刻
み
な
が
ら
の
旅
立
ち
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
等
伯
上
洛
後
も
能
登
で
は
「
長
谷
川
派
」
が

存
続
し
て
い
た
よ
う
で
す
。一
族
と
考
え
ら
れ
る
等
誉（
？

～
１
６
３
６
）を
は
じ
め
、
各
所
に
「
長
谷
川
派
」
絵
師

の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
仏
画
が
残
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く

と
も
江
戸
時
代
前
期
頃
ま
で
は
、
一
門
の
活
躍
ぶ
り
を
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

本
展
で
は
若
年
期
の
等
伯
や
宗
清
、
等
誉
の
仏
画
な
ど

を
紹
介
。さ
ら
に
参
考
出
品
と
し
て
、「
複
製
松
林
図
屏
風
」

（
原
本
長
谷
川
等
伯
筆
）も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

能
登
の
文
人
画
家
・
池
野
観
了
と
山
崎
雲
山

　

江
戸
時
代
中
期
頃
よ
り
、
京
都
な
ど
で
流
行
し
た
文

人
画（
南
画
）。
能
登
の
文
人
画
家
と
し
て
は
、
池
野
観

了（
１
７
５
３
～
１
８
３
０
）と
山
崎
雲
山（
１
７
７
１
～

１
８
３
７
）の
２
人
が
代
表
格
で
し
ょ
う
。
本
展
で
は
彼

ら
を
１
テ
ー
マ
と
し
て
そ
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

池
野
観
了
は
羽
咋
郡
赤
住
村（
現
羽
咋
郡
志
賀
町
赤
住
）

出
身
で
、
同
地
の
恩
敬
寺
第
14
代
住
職
で
し
た
。
若
年
期

に
京
都
で
当
時
の
代
表
的
文
人
画
家
・
池
大
雅（
１
７
２
３

～
76
）に
師
事
、
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

　

住
職
の
つ
と
め
を
果
た
し
つ
つ
意
欲
的
に
制
作
活
動
を

続
け
、
晩
年
に
い
た
る
ま
で
「
大
雅
様
式
」
を
追
求
。
そ

の
姿
勢
よ
り
「
能
登
の
大
雅
堂
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
雲
山
は
羽
咋
郡
滝
村（
現
羽
咋
市
滝
町
）出
身
。
生

ま
れ
は
漁
師
の
家
で
す
が
絵
を
志
し
独
学
。
著
名
な
文
人

た
ち
と
交
流
す
る
な
ど
し
て
広
範
な
技
量
を
身
に
つ
け
、

絵
画
や
詩
、
書
で
独
自
の
境
地
を
開
き
ま
す
。

　

主
に
能
登
各
地
や
金
沢
を
巡
り
、
自
適
に
制
作
活
動
を

続
け
ま
し
た
。孤
独
を
好
む
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

「
孤
高
の
南
画
家
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

能登町指定文化財
「畠山義親像」

能登町・萬福寺蔵

「釈迦三尊像」
七尾市・悦叟寺蔵

石川県指定文化財
「善女龍王図」

長谷川信春 ( 等伯 )

「雪景山水図」
山崎雲山
個人蔵

志賀町指定文化財
「虎図襖」（部分）　池野観了

志賀町・恩敬寺蔵
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同
時
開
催

「
所
蔵
品
に
み
る 

い
し
か
わ
の
工
芸
」

　

石
川
県
は
「
工
芸
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
伝
統
工

芸
が
盛
ん
な
地
域
。
県
内
を
巡
る
と
、
数
多
く
の
工
芸
関

連
施
設
を
目
に
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
繁
栄
に
は
、
加
賀
藩
の
存
在
を
ぬ
き
に
し
て
は
語

れ
ま
せ
ん
。同
藩
は
文
化
活
動
を
盛
ん
に
奨
励
し
て「
百
万

石
大
名
」
の
豊
富
な
財
力
を
惜
し
み
な
く
投
入
。
領
内
の

美
術
工
芸
隆
盛
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
も
そ
の
伝
統
は
受
け
継
が
れ
、
常
に
優

れ
た
人
材
を
輩
出
し
つ
つ
現
在
に
至
る
の
で
す
。
ざ
っ
と

挙
げ
て
も
「
九
谷
焼
」「
輪
島
塗
」「
加
賀
友
禅
」
な
ど
、
多

く
の
名
が
思
い
浮
か
ぶ
石
川
県
の
伝
統
工
芸
。
ま
さ
に
工

芸
の
「
百
花
繚
乱
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
本
年
秋
、
石
川
県
を
舞
台
に
工
芸
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ

ン
ト
「
21
世
紀
鷹
峯
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
３
回
in
石
川
・
金
沢
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
10
月
６
日（
金
）よ
り
11
月
26
日（
日
）

ま
で
の
約
２
ヶ
月
間
、
県
内
各
地
が
様
々
な
「
工
芸
」
に

彩
ら
れ
る
同
イ
ベ
ン
ト
。
当
館
も
連
携
館
と
し
て
名
を
連

ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、本
展
で
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

な
ど
の
所
蔵
品
よ
り
石
川
県
ゆ
か
り
の
工
芸
作
品
34
点
を

幅
広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

◇
共
通
観
覧
料

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

第
10
回　

大
場
濯
川
書
作
展

　
　

10
月
７
日（
土
）～
9
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

近
々
５
年
の
新
作
を
中
心
に
、
書
と
篆
刻
合

せ
て
90
余
点
に
、
恩
師
方
の
作
品
も
５
点
展
示

し
ま
す
。
詞
句
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
具
象
化
し

た
い
も
の
と
心
掛
け
て
は
い
る
の
で
す
が
…
。

ご
笑
覧
ご
教
導
く
だ
さ
い
ま
せ
。

主　

催　

大
場
濯
川

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
66
）０
４
２
２

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

　
　

七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展

　
　

10
月
12
日（
木
）～
15
日（
日
）

　
　
　
　

初
日
は
午
後
１
時
か
ら

　

生
命
を
尊
ぶ
心
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
形
成
を

願
い
に
、
未
来
に
は
ば
た
く
子
供
た
ち
に
、
夢

と
希
望
を
与
え
る
入
賞
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

10
月
15
日
午
前
10
時
よ
り
美
術
館
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

主　

催　
（
公
財
）岡
田
茂
吉
美
術
文
化
財
団

（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
）、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術

館
七
尾
・
中
能
登
児
童
作
品
展
実

行
委
員
会

連
絡
先　

同
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）３
９
１
４

「
潮
文
」　　

番
浦
省
吾

「色絵山水人物図額鉢　小野窯」
（池田コレクション）

「象嵌雉香炉」高橋介州
（池田コレクション）

　【その１】
　①工芸「象 嵌 雉 香 炉」高橋介州　　　１合
　②工芸「象嵌飛燕置物」高橋介州　　　１対
　　　　　　　　　　　　　　　（①②とも池田コレクション）

　会　場　石川県立美術館（金沢市出羽町２- １）
　　　　　　　　　　　　☎076-231-7580
　展覧会　石川県立美術館特別陳列
　　　　　「高橋介州と加賀象嵌のあゆみ」
　会　期　10月６日(金) ～ 11月７日(火)

　【その２】
　①書「對松軒」北大路魯山人　１面（池田コレクション）

　会　場　石川県九谷焼美術館（加賀市大聖寺地方町１-10-13）
　　　　　　　　　　　　☎0761-72-7466
　展覧会　石川県九谷焼美術館開館15周年特別企画展①
　　　　　「魯山人と初代須田菁華展」
　会　期　10月28日(土) ～平成30年２月４日(日)

　※展覧会の詳細は各施設にお問い合わせください。

入
場
無
料

入
場
無
料

貸
館
催
し
物
案
内

当館所蔵品貸出情報（10月１日現在）ティールームからのお知らせ

展覧会を楽しんだあとは、ティールームでゆっくりおくつろぎください。

　 ボローニャ展限定メニュー

　チョコレートパフェ
　　　　　　　【７００円】

チョコレートアイスとバナナの最強
コンビにしっとりガトーショコラを加
えた “まちがいないパフェ “登
場～♪　是非ご賞味ください。

ランチメニュー、 ケーキセットなど、 ボローニャ展限定
メニューをご注文のお客様には、 本展出品作品を
モチーフにしたペーパーコースターが付いてきます♪

《 期間11/2～12/10まで》

★友の会会員様★
会計時にレジにて会員証をご提示いただくと
10％割引になります。
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第
13
回　

七
尾
市
民
文
化
祭

　

第
12
回　

彩
の
会
・
写
団
の
と
展

　
　

10
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

七
尾
市
を
中
心
に
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ

「
彩
の
会
」
と
写
真
グ
ル
ー
プ
「
写
団
の
と
」

の
会
員
25
人
に
よ
る
近
作
の
合
同
展
覧
会
。
各

地
の
風
景
や
人
々
の
表
情
な
ど
約
80
点
の
作
品

を
ど
う
ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
市
文
化
協
会

連
絡
先　

同
右

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）０
５
９
６

　
　
　
　

彩
の
会　

加
地
求

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
52
）１
６
１
３

　

第
63
回　

七
尾
市
美
術
展
覧
会

　
　

10
月
27
日（
金
）～
30
日（
月
）

　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

　

一
般
の
部
・
学
生
の
部（
幼
児
・
小
・
中
・

高
校
生
）の
応
募
作
品
展
で
す
。
市
民
総
合
展

覧
会
で
能
登
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
す
。
青
少

年
の
美
術
向
上
と
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
力
作
ぞ
ろ
い

で
す
。
10
月
29
日
午
後
１
時
よ
り
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
に
て
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先　

同
右 

副
会
長　

橋
本
義
則

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）３
０
１
３

　

第
74
回　

北
國
写
真
展　

七
尾
展

　
　

12
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
）

　

第
74
回
を
迎
え
る
に
当
た
り
写
真
人
口
の
多

さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
人
と
写
真
の
係
わ
り
は
そ

の
中
の
溢
れ
ん
ば
か
り
の
新
鮮
な
感
動
の
享
受

だ
ろ
う
か
、
人
と
写
真
い
つ
ま
で
も
牽
引
し
続

け
る
も
の
で
は
と
思
う
。
乞
御
期
待
。

主　

催　

北
國
写
真
連
盟
、
北
國
新
聞
社
ほ
か

連
絡
先　

宮
﨑
功

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
57
）２
８
４
５

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
第
５
回　

七
尾
ま
だ
ら
伝
承
会
発
表
会

　
　

10
月
８
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時

　

私
達
「
七
尾
ま
だ
ら
伝
承
会
」
は
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
正
調
七
尾
ま
だ
ら
一
筋
に
歌
と
踊

り
の
稽
古
に
日
々
励
ん
で
お
り
ま
す
。
地
元
の

「
七
尾
ま
だ
ら
」
を
こ
の
機
会
に
御
覧
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
御
来
場
お
待
ち
致
し
ま
す
。

主　

催　

七
尾
ま
だ
ら
伝
承
会

連
絡
先　

赤
尾
義
則

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）０
９
９
５

　

映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」

　

講
演
会
「
子
ど
も
で
地
域
は
育
つ
」

　

  

～
青
空
小
学
校
の
元
校
長
先
生
木
村
泰
子
さ
ん
～

　
　

11
月
４
日（
土
）

　
　
　
　
　

映
画　
　

開
演　

午
後
３
時

　
　
　
　
　

講
演
会　

開
演　

午
後
５
時

　

文
部
科
学
省
特
別
選
定
に
も
選
ば
れ
、
数
々

の
受
賞
を
し
て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
。
大
人
の
関
わ
り
方
で
、
子
ど
も
達
が
過
ご

し
や
す
い
空
間
に
な
る
と
い
う
、
希
望
い
っ
ぱ

い
の
内
容
で
す
。映
画
上
映
後
、「
青
空
小
学
校
」

の
元
校
長
先
生
で
あ
る
木
村
泰
子
さ
ん
の
講
演

が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん

頂
き
ま
し
ょ
う
。

入
場
料　

１
，
０
０
０
円

主　

催　

七
尾
子
ど
も
劇
場
Ｃ
Ｌ
部

連
絡
先　

澤
多

　
　
　
　

☎
０
８
０
―
３
０
４
６
―
８
４
７
５

　

dolce 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

11
月
５
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

年
に
一
度
の
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
で
年
長
児
か

ら
大
人
ま
で
出
演
し
ま
す
。
今
年
は
行
進
曲
を

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。講
師
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
御
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

ピ
ア
ノ
グ
ル
ー
プ dolce

連
絡
先　

井
藤
真
理

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
58
）１
２
５
３

　

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

11
月
23
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

　

能
登
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
き
ま

ま
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で

芸
術
の
秋
に
相
応
し
い
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
世
界

を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　

き
ま
ま
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

連
絡
先　

稲
田
薫

　
　
　
　

☎
０
９
０
―
８
９
６
８
―
４
５
４
２

　

琴
城
流
大
正
琴
な
な
華
の
集
い

　
　

11
月
26
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

大
正
琴
と
生
け
花
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
三
味
線
の
演
奏
。
童
謡
、

歌
謡
曲
、
邦
楽
等
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
お
楽

し
み
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主　

催　

な
な
華

連
絡
先　

細
川
一
絵

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
84
）１
７
８
５

　
「
明
日
―
戦
争
は
罪
悪
で
あ
る
―
」
上
映
会

　
　

12
月
９
日（
土
）　

開
演　

午
後
２
時
30
分

　

こ
の
映
画
は
太
平
洋
戦
争
中
、
戦
争
に
反
対

し
た
僧
侶
の
実
話
を
元
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

仏
教
の
五
戒
中
「
不
殺
生
」
の
教
え
、
命
の
大

切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
映
画
で
す
。

入
場
料　

１
，
０
０
０
円

主　

催　

同
映
画
上
映
実
行
委
員
会

連
絡
先　

本
延
寺

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
52
）２
７
９
０

　

第
17
回　

メ
ロ
デ
ィ
音
楽
会

　
　

12
月
10
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

２
年
に
１
回
開
か
れ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
で

す
。お
馴
染
み
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、

映
画
音
楽
等
、
生
徒
達
が
お
気
に
入
り
の
１
曲

を
演
奏
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

主　

催　

松
本
由
美
子
門
下
生

連
絡
先　

松
本
由
美
子

　
　
　
　

☎
０
７
６
７（
53
）７
０
６
８

　
有
馬
圭
亮
左
手
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

12
月
24
日（
日
） 　

開
演　

午
後
２
時

　

歴
史
に
埋
も
れ
た
貴
重
な
左
手
の
ピ
ア
ノ
作

品
に
よ
る
演
奏
会
に
、
左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
有

馬
氏
を
お
招
き
し
ま
す
。
前
半
、
後
半
の
２
部

制
で
バ
ッ
ハ
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の

樅
の
木
、ク
リ
ス
マ
ス
曲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

前
売
券　

一
般
・
高
校
生　

1
，
５
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　
　
　
　

８
０
０
円

主　

催　

ワ
ン
ハ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

連
絡
先　

林
尚
子

　
　
　
　

☎
０
９
０
―
６
４
６
３
―
６
９
７
６

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料
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10月21日（土）は「山の寺の日」！
　16の寺院がまとまって所在する、七尾を代表する歴史スポット「山の寺寺院群」。貴重な文物を多数所蔵する
この七尾のいわば「文化財の宝庫」を会場に、平成26年以来毎年秋に開催されているのが「山の寺の日」です。
各寺院が寺宝を特別公開するとともに、多彩なイベントが賑やかに繰り広げられます。
　さて、今年も間もなくその日がやってきます。今回は「秋の三めぐり　仏像（宝物）・寺学・御朱印」がテーマ
で、初公開のお仏像もあるとのこと。さらに特別講演として、横山方子先生（石川県郷土史学会幹事）による「前
田家歴代の女性たち」も予定されています。（午後１時より長齢寺にて）
　無論、長谷川等伯や「長谷川派」の絵画をはじめ、仏画や肖像画・絵馬などの美術工芸品、そして経典や文書
などの歴史史料もめじろ押し。普段はなかなか観ることのできない貴重な文化財ぞろいで、これを見逃す手はあ
りません。等伯・歴史・美術などいずれのファンの方々も、きっと心ゆくまで「山の寺」を満喫することができ
ることでしょう。
　開催日時は10月21日（土）の午前９時から午後４時30分まで。
当日は寺院群や当館を巡るのに便利な無料のシャトルバスも運行されます。
年に１回きりの特別な日。さあ、いざ行かん「山の寺」へ！
　※詳細は「山の寺の日」実行委員会事務局（長壽寺内☎0767-53-1247）
　　までお問い合わせください。
………………………………………………………………………………………

七尾ｄe再発見パートⅢ ～悠久の「山の寺」をめぐる～
　「いつでも行けそうで意外と行ったことがない、地元・七尾の魅力的なスポットを巡る」がスローガンの本講座。
第３回目の舞台は「山の寺寺院群」です。今から約400年前、前田利家によって整備されたといわれ、七尾にお
ける「歴史と文化のロマンあふれる場所」として知られています。
　今回の講座では「山の寺の日」にあわせて、長谷川等伯関連などのお寺３箇寺を訪問。ご住職によるありがた
いお話しや貴重な寺宝の鑑賞などに加えて、お茶会にも参加する半日ツアーです。ぜひご一緒に「芸術の秋」の
ひとときを堪能しませんか？皆さまからのお申し込みをお待ちしております。

　◆日　時　10月21日（土）　８：45 ～ 12：00予定	 ◆定　員　10名（対象は原則として成人）
　◆見学地　長壽寺、本延寺、宝幢寺			   ◆募　集　10月７日(土)より電話にて申込受付。
　◆参加費　500円（お抹茶代）				    　　　　　☎0767-53-1500（定員に達し次第締切）

友
の
会
講
座
開
催
報
告

「
か
わ
い
い
加
賀
手
ま
り
づ
く
り
」

　

去
る
７
月
９
日
、
友
の
会
美
術
講
座
と
し
て
、
七
尾

市
在
住
の
日
本
て
ま
り
の
会
教
授
で
あ
る
村
本
都
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
「
加
賀
手
ま
り
」
の
制
作
体
験
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
に
参
加
す
る
た
め
に
友
の
会
へ
入
会
さ
れ

た
方
も
お
り
、
参
加
者
は
７
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
心
者
の
方
で
も
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
と
準
備

さ
れ
た
土
台
で
手
ま
り
作
り
を
ス
タ
ー
ト
。
絹
糸
を
か

け
て
模
様
を
か
が
り
ま
す
。
簡
単
な
よ
う
に
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
少
し
力
を
入
れ
る
と
土
台
の
形
が
ゆ
が
み
、

加
減
が
難
し
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
皆
で
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
加
賀
手
ま
り
を
完

成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
か
ら
「
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
受
講
し

た
い
」
「
か
わ
い
い
手
ま
り
に
仕
上
が
っ
た
」
「
楽
し

か
っ
た
」
「
作
っ
た
人
の
想
い
が
わ
か
り
大
切
に
し
た

い
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
７
月
11
日
か
ら
30
日
ま
で
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
展
示
し
、
来
館
者
の
方
々
に
も
大

好
評
で
し
た
。

　

村
本
先
生
、
参
加
者
の
皆
様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

本延寺（「山の寺寺院群」内）
参加者大募集！ 美術館友の会会員限定美術講座

刮
カツ

目
モク

※せよ
※「よく見てね」の意



855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第91号（秋号）

2017

10
OCTOBER

◆
10
月
～
12
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆　

※
■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

11
NOVEMBER

12
DECEMBER

◎次号・第92号（冬号）は１月１日発行予定です。

●飛行機…のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分　●車…「のと里山海道」徳田大津JCTから

約15分又は「能越自動車道」七尾城山IC又は七尾ICから約10分　●タクシー…JR七尾駅から約５分　

●徒歩…JR七尾駅から約20分　●市内循環バス「まりん号」…JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七

尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）　●ななおコミュニティバス「ぐるっと７」

…JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

至：和倉温泉駅

至：和倉、輪島

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海海道
　（上棚矢駄I.C）

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至
：
氷
見
、
高
岡

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海道
　（上棚矢駄I.C）

小丸山小学校
JR七尾駅 至

：
能
越
自
動
車
道

　 

（
七
尾
城
山
I.C
）

能登食祭市場

七尾市役所
小丸山城趾公園

総合市民
体育館

能登総合病院

小丸山南七尾美術館前

小島西部

藤野町北

小丸山

国分

城山

川原町

能登病院口

七尾城山I.C口

２

石川県
七尾美術館
石川県
七尾美術館

七 尾 湾

159

249 249

160

P割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。

■
■

■
■■■■
■

■

■■■■■
■
■ ■■

■

　平成29年12月16日（土）～平成30年2月12日（月・祝）

　平成30年2月24日（土）～4月15日（日）

平成24年度 春の展覧会予定

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

◆第１展示室 「お茶道具ならんだ ～池田コレクションを中心に～」
　ひとくちに「お茶道具」といっても、その数たるや実に膨大。お茶が人びと
に嗜まれるようになってこの方、時代や好みなどに反映されつつ多種多様な道
具が数多く作られてきました。本展では「池田コレクション」など当館所蔵品
より、様々な茶道美術品を展示します。

◆第２展示室 「モノクローム ～単色の宇宙～」
　水墨画や書、写真などにみられるごとく、美術工芸における表現方法の１つ
である「モノクロ」。白と黒だけでおりなされるその世界は、シンプルなだけに
より深遠で、見る者により強く訴えかけてくる力があります。本展ではモノク
ロの作品を当館所蔵品より紹介します。

◆第１展示室 「幼きものは」
　概して、人間や動物の子どもは愛らしく、か弱い存在として認
識されています。作家は幼いものの内に、何を見いだし制作した
のでしょうか。単なる庇護欲をかきたてるだけの存在ではなく、
その純粋無垢な様に憧れずにはいられなかったのかもしれませ
ん。その姿に触れると、誰もが幼少期の記憶を思い出すことでしょ
う。絵画・彫刻・写真の約20点でお楽しみください。

◆第２展示室 「水温む」
　冬の寒さが緩み池や川の水も温かくなるころ、地面は乾きはじめ、眠っていた命が噴き出す。
世界は春を迎える喜びに満ち溢れ、私たちも何かを期待せずにはいられず、春の訪れを心待
ちにします。その喜びを表現した作品など、絵画・彫刻・工芸の約25点を展示します。一足
早い春をご覧ください。

「ノンコウ赤茶碗　銘小判」
樂 道入（池田コレクション）

「深山杜鵑図」
今尾景年（池田コレクション）

上：「歩拾弐歳」稲元 実

右：「田園 残雪」山本丘人
（池田コレクション）


